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1．はじめに 
本報では、振動台実験に用いた CLT 壁パネルおよび床

パネルの製造および品質管理について報告する。 

2．CLT の製造計画 
2.1 CLT の製造上の特徴及び樹種選定 
CLT は、ひき板を巾方向にも並べ層毎に直交させて積層

接着した材料である（表１参照）。ひき板間の材質の変動

やひき板内の欠点（節など）が分散されることで、強度

上均一な製品ができるという特徴がある。この特徴を活

かし、実験に用いる CLT は全国的に生育する「スギ」を

原材料とした。 

 

 
 

2.2 ひき板の断面構成  
 本実験に用いる CLT 製造用の原料は、九州地域のス

ギ乾燥ひき板とした。ひき板を構造用集成材の日本農林

規格（以下 JAS 規格）に規定されているラミナの機械等

級区分により区分し、歩留まりや CLT 性能を考慮して内

層用と外層用の二つのグループに分類することとした。

（図 1 参照）。その結果、内層用ひき板はヤング率 3.5

～6.4kN/mm2（平均 5.0 kN/mm2）最外層用ひき板はヤング

率 5.0～7.9 kN/mm2（平均 6.5 kN/mm2）となった。また、

一般に流通するスギの板材や集成材用ひき板の寸法を考

慮して、CLT を構成するひき板の厚さは 30mm とした。 

CLT 壁パネルは幅 1000mm、長さ 3000mm、厚さ 150mm で、

30mm スギひき板 5 層構成とした。壁パネルの長手方向と

1,3,5 層目ひき板の繊維方向が平行で、2、4 層目に直交 

層を配した構成となっている。CLT 床パネルは幅 1000mm、 

 
 

長さ 4000mm、厚さ 180mm で、30mm スギひき板 6 層構成と

した。これは床パネルとしての剛性向上を目的としたも

ので、壁パネル 5 層構成の引張側（6 層目）に長手方向と

平行にひき板を積層接着する構成とした。したがって CLT

床パネルは上下非対称となり引張側の最外層とその内側 1

層が同一方向となっている。1、5 層目（および 6 層目）

は最外層用ひき板、2,3,4 層は内層用ひき板の区分とした。

（図 2参照）。 

 
 

 

2.3 接着及び圧締  
当該試験に用いる CLT は構造用集成材の JAS 規格に準

じて製造した。ひき板の含水率は 15％以下とし、強度等

級区分後、同じ区分のひき板同士を垂直型フィンガージ

ョイント（水性高分子イソシアネート系接着剤）で所定

の長さにたて継ぎをして幅 110mm 厚さ 30mm のラミナとし

た。圧締用プレス機械の仕様に合わせて、パネルの長手

方向は幅 110mm×長さ 6150mm のラミナを幅方向に 10 枚、

表 1 各種再構成材料の原料と繊維方向 

図 2 CLT壁パネル及び床パネルの断面構成 

 図 1 スギひき板のヤング率分布 
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